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前報大蒜考1)Iとおいて論述したように，ニンニクは世界的に広く食用される辛味香辛料の王者とも
云うべきものである。文とれは畜肉食品及びその加工品と非常な調和性を有する。前報において論述
して来たうち，若干攻究及び考察において欠けている部分があるので，更に攻究を進め度い部分もあ
るが，一応ニンニク食用史の見地から興味ある事柄を若干のべるとととする。
2. 
ニンニクは前報においてその学名を Allium sativum文は Atliumscorodoρrasum var. 
viviParumとし，漢名を大蒜又は頑とし英名を garlicIζあてておいた。 ζのような比定は普通の
辞典類，植物図鑑，香辛料関係の文献めにおいてあたり前として行われて来ている。余りせんさくし
ない時はとれでも大した誤りではないであろう。
しかし最近別の用事で deCandolleの「栽培植物の起源J3)をひもとき， ついでにニンニクに関
する項目を調べてみた。すると前にあげた普通散見する諸文献類と全く異り，Allium satiωmを英
名 Garlic，渓名蒜文は小蒜，和名コピJレとし，A. scorodoρrasumを英名 R民 ambole，漢名大蒜
文は務，和名オオピJレ又はニンニクとする乙とがわかった。驚いて通常使用される植物図鑑類をしら
べてみたが，著者によりす乙しずつ呉るが， ニンニクを Garlicとし， u偉その学名を A. sativum 
とするか.A. scorodoρrasumとするかがまちまちの様であった。
今 deCandolleの著書にもとずき， ζれら狭義のニンニク類の名称を整理してみると次の様にな
る。
1) Allium sah'vum，英名 Garlic，仏名 Ail，独名 Knoblauch，筆名蒜 (Suan)り
de Candolle は古代エジプトで大いに用いられたとする (へロドトスによる〉。文ζの植物は中国
で蒜の名の下に久しい以前から栽培され，唯一の記号即ち 「蒜Jによって示される。乙のことは一般
にそれが非常に古くから知られた種であり恐らくは野生種でもあった証拠となりうる。ζの字は三世
紀lζ郭漢が編纂した爾雅という書物lζ出ている。deCandolle によると，ζの植物の野生種が発見さ
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れるのは Dzungarの Kirghis人の沙漠だけである。従って彼は DzungarからモンゴJレ人によっ
て中国lζ運搬されたものと推定している。
文乙の植物の名称、は世界各国の民族によって全く異った呼称でよばれている。即ち
サンスクリット需 Mahoushouda 
ペンガJレ誇 Loshoun 
へプライ語 Shoum又は Shu!lin
アラビア語 Thoum， Toum 
パスク語 Baratchouria 
パJレバリア語 Tiskert 
レット語 Kiplohks 
エストニア語 Krunslauk 
ゲJレ7 ン語 Knoblauch 
古代ギリシァ語 Scorodon 
現代ギリシァ搭 Scordon 
スラプ語(イリリヤ方言)Bili， Cesan 
プルターニュ籍
ウェーJレズ語
英語
ラテン語
朝鮮語
日本語
Quinen 
Craf， Cenhinen， Garlleg 
Garlic 
Allium 
Pilり
Piru 
である。乙れをみるとわかるように，へプライ語とアラビア語;レット語，エストιア語とゲJレマン
語 ;古代ギリシァ語と現代ギリシァ語;ウ且-)レズ語と英語;朝鮮語と日本語の外は相互に似ていな
い。勿論イリリヤ地方のスラプ方言の一つ Biliと朝鮮語の Pilとはいささか似ているが， スラプ
語と朝鮮語の聞に音韻法員IJが知られていない現在では単に偶然の一致とみる外はない。乙の様にユー
ラシア大陸の東端から西端iζ至る迄の各民族がかくの如く全く異った系統の語を用いて同ーの続物を
呼称しているととは，ほとんど同時にとの植物が各民族の故地において発見され，その食用化が夫々
別々に発展して来たものと思われ，文化的に連絡がなかったものとみなすζとが出来る。
2) Allium scorodoprasum，英仏名 Rocambole.独名Sandlauch，撃名大蒜文は読め
大蒜はその出自が余り古いものではないらしい。中国に伝わったのはすくなくとも漢の武帝の時よ
り後である。伝説によると張費蓄が西域に使して持って帰ったという。しかし実際は東晋時代(紀元
317-419)に中固に移入されたもので，従来の蒜 CA.sativum)と区別して大蒜文は胡蒜と称し更
に造字して萌という様になったという。乙の大蒜のみを示す各国語をみると割合すくない様である。
即ち英仏語
独語
Rocambole 
Sandlauch 
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デンマーク語 Skovlog 
スウ zーデン語 Keipe， Rackenboll 
である。ちなみに英仏語の Rocamboleの語原は独語の Rockenbolleであり岩 CRocken)の聞に
生えるタマネギ CBolle)の意義であるという。
現在日本で最も普通に栽培されているニンニクは三種類であるη。即ち 1)在来種，2)壱岐六片
種，3)白鳳種の三種である。 1，2は東洋種であって小型の種類であり蒜文は小蒜即ち Garlicに
ふさわしい様に思われる。これに反して白鳳種の方は外来の欧洲種であり大蒜 (萌)即ち Rocambole
にふさわしいものと思われる。所が前川文夫博士めによると ζれと反対であって，オオニンニクに
Allium sativum L. f. tekinense M akinoをあて， 欧洲種は単iζ A.sativumとする。更に
ヒメニンニクiとA.scorodoρrasumをあてている。
文遺伝学的にその染色体数をしらべると， Garlic即ち A.sativumは 2n= 16であるのに，
Rocambole即ち A.scorodoρrasumは 2n= 16文は 3n= 24である"。
2nのもの即ち二倍体は一応問題ないとしてもよいが，三倍体はかならずヘテロであるはずであ
り，当然その種実の稔性がなく実生による繁殖は出来ない。現在日本で栽培されているニンニクには
実生種が見つからぬととから，ひょっとすると乙れらは全部大蒜即ち Rocamboleでないかと推定し
てみたが，全然その意味がなかった。即ち二倍体種の Garlicにおいても，そのゲノムを分析すると
夫々 A及び Bという異なったゲノムに分れ，全く異質二倍体であるととが判明し，その結果一般に
ニンニクは稔性のない植物で，もつばら球茎による栄養生殖しか繁殖法がないことになる。併し小麦
裁第における木原均博士の研究の様iζ適当な手段で染色体数を倍加する時はそのゲノム組成は AA
BBとなり授精ーによる繁殖が可能になるわけであるが，現在迄乙れに成功した人はいない1030
従って Rocambole即ち A.scorodotrasumと Garlic即ち A.sativumは同一種の植物即ち
両名は synonymであって，時によると変穫にあたる位のものかも知れない。唯もし Darlington
の Atlasが間違っていないならば，Rocamboleの方にゲノム AAB式の異質三倍体が存在するは
ずである。
3. 
前報において大蒜食用史を考察したが，日本におけるニンニク食用の始めとして日本武尊の故事を
あげておいた。唯日本武尊の日本書紀及び古事記における記事はすこぶる伝説的な要素が大きくとう
ていそのまま事実として，その年代設定(たとえ那珂博士の年代補正をうけ入れて計算しでも)をそ
のまま承認する ζとは出来ない。しかし七世紀の後半における天武 ・持統朝の資料編纂者が机上で空
想して作り上げたとするには惜しい幾多の珠玉の事実が積上げられたものの様である。
著者は前報において臼本武尊の実年代を倭王武の上奏文を引用して雄略帝の祖父文は曽祖父である
仁徳もしくは応神の朝に比定したが，更に詳細に考えるために日本武尊遭難地と伝えられる長野県下
伊那郡阿智村附近を踏査してみた。そして乙の地方に残る口碑伝説のたぐい及び現在におけるニンニ
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クの食用状況，地名などから何とか日本におけるニンニク食の歴史の第1頁について深く知ろうと試
みた。
結論から云うと前報と殆んど閉じ結果になったが，詳しく云うと次の様になる。
1)日本武尊は実在の人物(即ち同時代の文献にその名を止め，その生存年代を紀年にほぼ比定で
き，且つ出来たらその墳慕が相当の確実性をもって比定出来る程度lζ確実な)と云うことは出来ない
が，モイ)その出生，母方の出自から云うと吉備系の豪族の別れである， tロ)全国に蔓滋する健部集団の
存在11〉，付金国的lζ拡がる尊の伝説の存在などはおそらく日本武という一人の人物の名につなぎ止
められた地方豪族に深い因縁のある皇族将軍の複数の存在の行動 ・伝説の反映とみる ζとが出来よ
う。頂度大師伝説が弘法大師に，将軍伝説が坂上回村麿にまとめられたと閉じく，日本各地が大和朝
廷に統合されて行く過程が日本武尊によって代表されたといえる。その無数のヤマトタケJレの一人と
して彼の軍団をひきいつつ信濃を平定した後大和に急ぐ将軍の姿をしのび度い。書紀には吉備武彦が
副将軍として従軍している。
吉備氏lま後代において反復して反乱する強大な地方豪族の代表として書かれているが，著者の比定
する応神 ・仁徳朝では大和朝廷に密着して，朝鮮の経営Ir，西国の経営iζ協同していた様子がみられ
る。そして朝鮮からひきつれて来た部民を駆使してその強大な勢力を更に増大しつつあった様子がみ
られる。
乙れらの帰化人が日本書紀等iζ書かれてある阿智使臣らを中心とする朝鮮民族であったζとは明白
である。現在岡山県の倉敷市を中心とする一帯は以前阿智郷と称し，彼等が共通の祖先とする後漢霊
帝の子阿智王を祭る阿知神社がある問。乙のととから考えて，あるいは中国又は朝鮮系の帰化民が吉
備氏と共lζ従軍してその一部が信濃国の阿智郷に残留し ζとに阿智神社を作ったと考えることも出来
る。現在の阿智神社の社殿の存在地は阿智村昼神部落であって， 昼神は現在は ζの字を書くが以前は
蒜l明(ヒJレカミ)と書き 日本武尊の遭難の伝説を伝える地である。唯旧事本紀にある信濃の阿智神社
は八心恩兼命の御子表春命(ウワハルノミコト)を祭るという記事13)は乙の信濃阿智神社の祭神が
天神系の神であって蕃神系の吉備阿知神社と異る ζとを物語る様ではあるが，乙れは一種の仮冒と考
える時納得出来る。例えば山城の秦氏がいっき祭る稲荷神社はその祭神が本来は彼等の本国から将来
した神を祭ったものと思われるものであるが，何時の間にか稲倉魂(ウガノミタマ〉神，御食津神等
を祭る様になったのであるが，之と事情を同一にするのであるまいか。
2)信濃国阿智村附近は全国でも有数のニンニク食用地である。実際に著者が本年の八月探訪して
知り得た所では，との地方ではネギ ・ワケギ等を食べる様にニンニクの全草殊にそのモヤシを煮付 ・
玉子とじ ・油いため等にして食べ，更にニンニクの球茎をむし焼きにしたり，おろしたりして食べる
ζとを聞いた14)。
尚同村附近で大正時代の末年に日焼け(特殊の病気で日光lζ露出する部分がやけどした様i乙赤くな
る奇病)の治療と原因の究明iζ来られた東京帝国大学医学部の先生方が，原因をたずねあぐんだ末，
その原因のーっとしてζの地方におけるニンニク多食の食習慣をあげた位，当地方におけるニンニク
の食用は盛である。なお実の所ζの日焼けの奇病の原因はニンユク多食等になく，一種の毒茸(ヒラ
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タケに類似する)を多食する時にしばしば起るととから考えて微量の毒素の集積によるものと考えら
れている様である。
3)日本書紀 ・古事記における日本武尊伝説を吟味する時しきりに白鹿 ・白狗15).白猪同等の白い
動物類が出て来る。乙れらは皆神mがやどった神のよりましであることはいう迄もないが，ζれらは
白兎 ・白鳥と並んで東北アジアの遊牧民の神話 ・伝説によく出て来る霊物であって， 白氷 ・白雪 ・姻
霧等の象徴と考える ζ とが出来，満洲・モンゴlレ・シベリア地方に拡がる伝説と相通ずるものがあ
り，如何にも朝鮮系移住民の持ち込みそうな神話である。文著者一人の体験ではあるが， 高山の絶頂
附近で姻霧』とまかれた場合真に一寸先きの見えない状況が生ずる。乙の様な時悪動きすると完全iζ遭
難を覚悟せねばならぬが，乙の様な時はかえって落付いて一服するか，又は携帯口糧(ビスケット ・
バンの類)をとり出してーかじりする聞に自然に霧が晴れて次の行動に移るζとを容易にする場合が
多い。
日本武尊の伝説は頂度その様な状況の下における部隊に離れた上級指揮官の行動を如実に反映して
いる様に思われる。
以上の理由により日本書紀の伝説は4...5世紀の大和朝廷による全国統一の事績の一つのエピソー
ドをとり上げてヤマトタケル伝説に取り入れたもので， その聞に朝鮮系統の諸部長が一部東国の経営
lζ参画していた乙とを示すものの様である。 乙の場合白鹿・白狗伝説はとれら帰化民の本固における
説話を一部取り入れて之にニンニクの持つ magic的要素を加味したものであろう。 蒜(ヒル)の字
にも元来その様な形象(神祭の草)がある様である。併し当時の日本人の食生活慣習から考えて狩猟
その他により相当量の畜肉を食用とした (古事記 ・日本書紀 ・葛葉集等iζ散見する狩猟 ・肉食の記
事)と考えられるので， 当然その調味料としてニンニク等を携行したものと考えられる。従って山中
に術後し幻覚におそわれた場合気付薬的役割をニンニクの激甚な香気・辛ラ ツな辛味が果したと思わ
れる。 即ち日本武尊の伝説は部分的に相当当時の実際の状況を反映して作られたものではあるが，直
ちに乙れを以って日本武尊の実在を立証することにはならない。
4. 
前報において論じた様!L.記 ・紀・湾葉 ・延喜式等にある蒜(ヒル)と書いてあるものは全てニン
ニクと比定して論じて来たが，牧野博士17)によると，
「蒜和名コピJレがあるが日本には産なし。 ニンニクに似て小形。支那』ζ到る処iζ栽培され食されてい
る。上古貢租としての蒜はニラであろう。Jという。 ニラはゆり科ネギ属，和名ニラ，学名 Allium
odOTumである。 ニラは葉を煮て腹痛に用いる。葉の枯れる夏根を掘り取って乾かしたものを蒜と
いう。従って蒜は必ずしもニンニクでな くてもよいζとになる。
しかし延喜式を仔細lζ調べると，例えば， 延喜式第三十九巻内膳司11)の項に韮(ニラ)ニ把，惹
(キ)二把，蒜ー百根とある。蒜ー百根に細註して (准二升。正二三四十十一十二月育進。五六七八
九月干進。)とあるのも ニンニクの植付， 収謹と相対応しており疑いがない。文同じく内膳司の項に
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耕種園固として f営蒜一段。種子三石。惣単功九十三人。耕地七逓把徹三人半。取牛三人半。牛三頭
半。料理平和二人。分雄三人。糞二百十担。運功丹十五人。殖工六人。八月芸三遍第一遍十人。第二遍
八人。第三遍七人。採功十五人。」とある。従って偉大な牧野博士の御教示ではあるがそのまま従う
わけにはゆかない。
即ち王朝時代の税制・貢納の制度が整備された時代の蒜はやはりニンニクと考えてよいと思う。し
かしこの王朝時代のニンニク及び記・紀・蔦葉に出て来るニンニクが Alliumsativum即ちGarlic
であるか，又は Alliumscorodoρrasum即ち Rocamboleであるかは 疑問を後世に残すものであ
る。あるいは乙の両者は deCandoUeが主張するが如き厳密な種としての差異は存在せず，系統的
に異った strain文は変種程度の差異にすぎないかも知れない。 何れにしても王朝時代におけるニ
ンニクの食用は延喜式を精読する時，確実であるが，併しこれは儀式・神事などいわゆるハレの行事
における使用であるから，一時代昔の食事状況を示すものであって，実際は次第に薬用・マジナイ用
に近くなっていったのではあるまいか。
これは源氏物語等に散見する記事とあわせ考える時，肉食の衰微と歩調を同じうしている。やはり
ニンニク食は朝鮮 ・中国などの帰化民が完全に融合してしまう時，肉食と共にとけ去ったのであろ
う。信濃国阿智村附近におけるニンニクの日常食品化は土佐固における夫と同じく稀に残った古代の
遺跡的食生活であろう。
要 約
前報で論述した蒜(ヒJレ)がニンニクであるという論断を補強し，更に日本に帰化民によって将来
されたニンニクが小蒜(コビル)即ち英名 Garlicであることの可能性について考えた。
終lζ臨み終始温い御指導と御鞭撲をたまわった茶珍教授に感謝します。
なお，下伊邦地方を探訪した際温い御教示をたまわった阿智村役場水上助役・熊谷収入役・園原庶務課長・前村
長原健三氏(阿智神社神主)並に下伊那郡史編纂委員市村成人氏に深く感謝します。又ニンニクについて植物学的
に御教示をたまわった大阪市立大学教授三木茂惇土.歴史的事項に関して御教示をたまわった大阪市立大学教授天
野元之助博士・同助教授直木孝次郎氏に厚く感謝します。
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Summary 
The discussion about garlic， reported in the previous paper， was supported by 
this treatise. Hiru， an ancient name of an Allium plant， descripted in japanese 
classics such as Nihon-shoki， Kojiki and Mannyoshu， would be transported by the 
ancient emigrants from China or Korea. In ]apan， nowadays， the custom of garlic-
eating is an unusual one. But the custom. remained in the Achi district in Nagano 
Prefecture， and in Kochi Prefecture， would be the old fashion prevailed in ancient 
]apan and it would be transported by the foreign emigrants. But this custom would 
be disappeared together with the decline of carnivorous habit. 
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